
４．高年齢者の就業状態 －高年齢者の有業率は男性で低下、女性で上昇－

　　○　高年齢者（５５歳以上）人口８８万２千人のうち有業者が３３万１千人で、有業率は男性５２．０％、女性２５．６％で、
　　　　 男性は前回より１．０ポイント低下、女性は１．６ポイント上昇　（図９、図１０）

図９　男性高年齢者の有業率の推移 図１０　女性高年齢者の有業率の推移

５．東日本大震災の仕事への影響 －震災により離職した者は４万１千人－

　　○　震災により離職した者は全国で２１万人、宮城県は４万１千人で、全国の離職者のうちの１９．６％を占める　（表３）

　　○　震災により離職した者で、現在「雇用者（役員を除く）」のうち５６．８％が「非正規の職員・従業員」　（図１１）

　　○　震災により離職した者のうち３８．４％は現在無業者　（図１１）

表３　震災による仕事への影響の有無別１５歳以上人口及び割合（平成２４年）

図１１　就業状態、従業上の地位・雇用形態、震災による仕事への影響別
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